
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

６年ぶりの図書館システム更新に伴う１５日間の休館中、利用者の皆さまには大変ご不

便をおかけしましたが、ご理解、ご協力をいただき本当にありがとうございました。 

そこで、４月１５日よりますます便利に使いやすくなった点をご紹介します。 

 

平成３０年 ４月２８日発行 第５９号 
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中央図書館 

〒390-0861  

松本市蟻ケ崎 2-4-40 

電話／0263(32)0099 

このたび誕生した図書館キャラクターの「ライブラリス」。 

図書館システム更新で、より便利に使いやすく！ 

 

 蔵書検索を行うと本の表紙の画像や本のある場所

が表示されるようになりました。 

 利用照会画面に新機能を追加しました。 

☆ 利用者カードの有効期限日や予約取り置き期

限日が表示されるようになりました。 

☆ マイ本棚を用意しました。ご自身でお気に入

りの資料一覧を作成できます。 

ご不明な点がありましたら、お気軽に職員におたずねください。 

本と雑誌に限られますが、利用者の皆さんがご

自分で借りたい本の貸出しをすることができま

す。使い方がわからないときは、お気軽に職員に

おたずねください。 

 

 

 

スマートフォン専用ページをご用意しました。文

字の拡大、音声読み上げ、外国語対応も可能になり、

より見やすく使いやすくなりました。 

また、松本市の地域資料検索『matsu search.』（ま

つサーチ）が新しく登場し、松本市美術館、松本市

文化財、松本市博物館、松本市図書館、国立国会図

書館のサイトをまとめて検索できるようになりま

した。 

 

 

１ Web OPAC（蔵書検索システム）の機能を充実しました。 
  

 

２ ホームページをリニューアルしました。  

３ 中央図書館にセルフ貸出機を 1台設置しました。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ ア ｢知っておきたい和の行事｣（２０１６年／成美堂出版）   

  イ ｢４月のえほん｣ （２０１１年／ＰＨＰ研究所） 

 

奈良時代まではお花見といえば梅や萩でしたが、平安時代に都

を新しく作った時に、道沿いにたくさんのさくらが植えられまし

た。同じ頃、京都御所の梅がさくらに植えかえられ、そこからさ

くらのお花見が広まったと言われています。（アの資料） 

平安時代から貴族の間では、さくらの木の下で歌を詠んだり、

音楽を演奏したりして、美しいさくらの花を楽しんでいました。 

また、村々では、さくらには田の神が宿ると考えられていて、

さくらが満開になると人々はお酒や食べ物をお供えして、作物が

たくさんとれるように祈ったそうです。 

江戸時代になると、町の人々の間でもお花見の習慣が広がり、

今のようにさくらの木の下で宴会を行う 

ようになりました。（イの資料） 

 

 図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。 

本についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調べ

していますので、お気軽にご利用ください。 

「ウナギ NOW」 静岡新聞社 

【664ウ 所蔵館：中央】 

みなさんはウナギお好きですか？脂がのっていてかば焼きも白焼きもほかの魚ではなかなかない味

わいだと思います。そんなウナギは絶滅の危機に瀕しているといわれています。そんなウナギの今

を養殖業や輸入、流通、完全養殖のための科学、資源保護と様々な観点から見た本です。これから

暑くなりスタミナをつけたくなる季節ですがウナギを食べる前に読むと少しウナギに対する見方が

変わるかもしれません。 

 

「おりがみで作る箱」 布施 知子/著 誠文堂新光社 

【754フ 所蔵館：島内、あがたの森、波田】 

 複数枚の折り紙で多面体を作る「ユニット折り紙」を知っていますか？ 

 この本では実用性があり親しみやすい箱の作り方を紹介しています。 

 三角形、四角形、多角形で自分好みの箱を作る事ができます。 

 和紙や千代紙など様々な種類の紙を使い、それぞれが織り成す模様も楽しんでみてください。 

 

 

児童書 

図書館に 聞いてみよう！ 

一般書 

平成３０年２月１５日～ 

平成３０年４月１５日受付 

１位『おらおらでひとりいぐも』  

若竹 千佐子／著、河出書房新社 

  『そして、バトンは渡された』 

          瀬尾 まいこ／著、文藝春秋 

 

３位『路上のＸ』     桐野 夏生／著、朝日新聞出版 

                   

４位『青くて痛くて脆い』  

住野 よる／著、ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

『居酒屋ぼったくり ９』  

秋川 滝美／著、アルファポリス 
 

  

１位『君たちはどう生きるか』 

      吉野 源三郎／著、マガジンハウス 

 

２位『このあとどうしちゃおう』  

     ヨシタケ シンスケ／作、ブロンズ新社 

  

３位『こねてのばして』 

         ヨシタケ シンスケ／作、ブロンズ新社 

     

４位『ブラック教室は知っている』 

          藤本 ひとみ／原作、講談社 

 

５位『おしりたんてい かいとうＶＳたんてい』                    

                トロル／さく・え、ポプラ社 

【今月の事例】  

 Ｑお花見の歴史について知りたい。 

 

 

松本市図書館 アルプスの山々 

 

５月 1０日（木）１2：３０～ 

チャンネル：79.1MHz  
※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください 

ＦＭまつもと 今月の出演 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ QR ｺｰﾄﾞ 


